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住民活動の拠点としての寺院の現代的意義
一東呂本大震災後の地域復興における寺院の役割を通して-
はじめに
手打明敏*
原さゆり村
2014年3月 11日に東日本大震災から 3年目を迎えた。死者は l万5千人以上、いまだ2600
人以上が行方不明である。被災地では約26万7千人の住民が今なお、避難生活を5齢、られてい
る。仮設住宅には約 10万4千世警が暮らしている(朝日新聞、 2014年3月11日朝刊)。現在、
被災地では地域の復興・再生に向けてさまざまな取り組みが始まっている。津波被災地域から
の移転計画をめぐって住民と自治体、住民間土の対立がおきたり(朝日新開朝刊、 2013年 11
月 18自)、あるいは自治体が住民と練り上げた集団移転計画が国(復興庁)から修正を追られ
るケース(朝日新聞朝刊、 2014年2月27日)もある。岩手県、宮城県では沿岸で計画する巨
大堤防の 34か所で高さを当初よりも引き下げることが朝日新聞の調べで、わかった。行政主導
で建設を急いできたが、 「景観を損ねるJなど住民の意見を取り入れ、計画が修正される状況
が生まれつつある(朝日新聞朝刊、 2014年3月9日)。
被災地は、「災害ユートピアj状況から「厳ししリ現実にもどり、住民それぞれの経済的格差
や地域内での階層構造などを反映した復興計画への立ち位置の違いなど、地域内での対立葛藤
に註記しつつある。
「希望学jを提唱した玄白有史は「復興という名の希望をつくるためにJ(雑誌『世界別冊J
(2012年 1月発行))で次のように記している。
fこれから被災地の復興を進めていくなかで、もっとも厳しく辛いのは 地域内に様々な対
立や組事業が生まれ、ときとして先鋭化していくことである。(自各一引用者)しかし地域内での対
立は、復興に不可欠なプロセスでもある。対立と緊張を自分たちの力で乗り越え、ギリギリの
合意を形成し、その後一致して協力していくことがない限り、復興はなし得ない。だとすれば、
住民や関係者向士の粘り強し1対話を繰り返す以外、対立を克服する活路を見出す方法はないの
だ。J1 
玄回は、様々な対立や車L撲を乗り越えるべく根気よく対話を繰り返すことが、あるときから
復興を加速させていくのだと、今は信じたいと述べている。自分だけでできないことは、遠慮、
牢筑波大学人間系教授
斗筑波大学人間学群教育学類4年
-2-
なく誰かに助けを求め、お互いに他人のカを借りながら、こなしていく、そんな行動の積み重
ねが広がる先に、玄田は希望を見出している。
被災地の復興プロセスにおいて、様々な対立や単勝を乗り越えるべく根気よく対話を繰り返
すには、地域住民が気軽に集まることが出来る「たまり場J(拠点)が必要である。そのような
拠点は特定の空間ではなく、地域ごとに多様な形態で出現している。本稿では、地域住民の拠
点として地域に存在する寺院に着話する。東日本大震災では、東北地方を中心として多くの寺
院が、地域住民の避難所として機能した。例えば、津波被害にあった岩手県大船渡市では、避
難場所として地域住民は公民館、学校とともに神社・寺を利用していたのである(表 1)。
表1 大紛渡市避難者受入施設等(平成23年4月3日)
避難施設 避難者数(上ヒ率 ) 
公民館(自治公民館を含む、 27か所) 3923人 (58.2%)
小学校・中学校 (6校) 1102人 (16.4%)
神社・ (7か所) 482人 (7.2%)
その他(個人住宅) 1226人 (18.20/0)
避難者総数 6733人 (100%)
岩手県災害対策本部資料より作成
以下では、寺院の社会的役割について検討する。次いで、社会教育論のなかで寺院に言及し
ている議論を紹介する。最後に、東日本大震災の被災地での寺院を事例として、寺院の社会的
役割を紹介し、その社会教育的意義を明らかにする。
1 .寺続の社会的役割
明治以前より、寺院は地域における知的活動や住民の交流活動の中心で、あった。成長過程に
ある人びとへの知的訓練の場としての「寺子屋Jや、成人した人びとの信仰を契機とした学習・
体験活動を提供し、余暇利用の場ともなっていた「講jがその代表的なものである20 寺院は、
いわばムラの知的センターとしての役割を果たしていたのである。
宗教者のなかにも寺続の社会的役割を積極的に提唱する人びとがし1た。たとえば、浄土宗の
長谷川良信もその一人である。長谷川の寺践の社会的役割論みてみよう。(以下、長谷川に関す
る叙述は、白石克己「長谷川良信の教育空間j、『仏教と社会事業と教育と 長谷川良信の世界』
1983年、 p.361にもとづいている。)
長谷川良信の基本的な思想、原理は大乗仏教である。しかも、仏教の近代化を促進したいわゆ
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る新仏教運動の推進者、恩師渡辺海旭や椎尾弁医と同じように、仏教の社会的性格を強調する。
それゆえ、教団の機能も「修道的機能Jに限定せず、「救済的機能jをも重視するという考え方
である。長谷川は「救済的機能j として「伝道Jr教育Jr社会事業jを分ける。「教育Jr社会
事業j は「伝道Jの分業としているので、事実上、教団の「救済的機能j とは「教育j と「社
会事業jになる。「救済的機能j としての教育は、「道徳的宗教的理想、に関する教育Jであるか
ら、学校以上に寺院が担当すべきだとする。いわゆる社会教育として実施されていた仏教日曜
学校運動でも不十分だと言う。では寺院の任務は何か。長谷川は次のように述べている。
「寺は四方招提と申して、四民一般の求道楽法の道場で、あって、いわば公開の教会で、あるの
です。仏教の寺院は印度以来性~棲閑雅な土地にトさるる事になっているが、これは修養に便利
なる為でもあり、また、信仰を喚起する為には自ずと霊地のような所をよしとしたものであり
ましょう。乍然又一面から申せば寺は必ず人里近き所に建てられるべきものとして種々の律が
立てられである。これは即ち社界人事との交渉を絶たぬとの意味で、寺は決して社界を離れた
もので無い事を示すものです。J3 
社会教育研究者でもある伊藤道機は、寺院の社会教育的機能について次のように論じているo
f寺院の社会教育活動として、更に数え得られるものは、檀信徒は勿論であるが、広く地域
社会の住民のための人事相談、法律相談、結婚相談などである。しかしながら、これ等のもの
はすべて、民衆の生活に深く食い込まなければならないものであるから、僧侶は先ず、新しい
時代の思潮、社会、経済などに、充分な理解と認識が必要である。J" 
このように、寺院は日本の地域社会の基層レベルにおいて知的センターであり人々の交流の
場としての機能を果たしてきたのであり、すべての人に関かれた公開の教会なので、あるという
捉え方がみられるのである50
寺院は、僧侶、信者の「修道的機能j に限定せず、広く人々を対象とする「救済的機能Jを
もつものという捉え方が仏教者にもみられるのである。こうした寺院の「救済的機能j は社会
教育的機能と重なる部分が多いのである。以下では、寺院の社会的活動について社会教育論の
中でどのように位置づけられているのかを見てみることにしたい。
2. 社会の教育化と寺院
寺院の社会教育約機能を論じた社会教育論者に)1本宇之介がいる。)1本は、教育機会の平等
の実現にあたって学校教育の限界を認識しており、「社会の教育化j としづ論を展開している。
「学校教育が努力奮闘するも其の教育の時間より考えると、極めて僅かの時間しか直接教育
される時間はないことを知るのである。郎ち全国民に普く受けさせる教育は僅かに六か年であ
って而も学校に在るは、休自、日曜、祭日等を除いて積算すれば、僅かに四か年、市も毎日学
校にある時間は短きは二三時間長くて六時間位である。故に学校にある時間は之を積算すれば
僅かに一か年位に満たない。(員各一引用者)之を考えて見れば如何に学校教育が、一般国民にと
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つては不十分不足であるかは、推して知るべしである。(略一引用者)
故に真に教育の徹底を計らむとすればどうしても社会そのものを教育的に札織し構成し、消
極的に環境を整理して教育上の妨害とならざるは勿論積極的に之を援助する様社会的に教育の
領域を拡張することが、甚だ大切となるのである。J6 (引用にあたっては現代仮名遣いに改め
た。以下、同じである。)
このように学校教育の限界を論じた)I ，本は、寺院等の宗教施設の活用に着目する。
「今日、全国で数万の寺院があるので、あって、その境内並びに殿堂が随分広くそして常に空
いて居ることが多い。市して之を社会教化上に有効に利用せよというのである。(臣告一引用者)
斯くの如く寺院が殆んど限れる間に東京基督教青年会が如何に活動して居るか、(以下略)J 7 
) I ，本は、寺院が社会的活動に積極的に関与する意義を次のように論じている。
「更に翻って考えるに宗教は単にその寺院教会の信仰問題と行事とだ、けに向かつてのみ如何
に努力するとも、必ずしもその自的は達せられるものではない。更に其の社会的活動を出来る
だけ拡張することが、その伝道の上に、その教義の拡張の上に非常に有効であることを忘れて
はならぬ。人は自ら進んで信仰を求めんとする者のみでない。寧ろ其の生活その人生の保護指
導を求めて居る者が多い。故に此の保護指導が、宗教関係者によって与えられたならば、その
人達は自ら又宗教に帰依信)1演するに至るであろうことを信じて疑はない。J8 
地域の社会教育の中心的施設が備えるべき条件を川本は次のように指摘している。
r ( 1 )社会教化の施設機関が多数あって、それが各人の家庭より近いところにあること、
(2 )なるべく知合いの人々が多く集まり、逼迫や束縛等が感ぜられること少なく、お互い
に心安く楽しみ語りあう機会のあること、
( 3)その機関施設がその出入をなるべく自由に、且つそれがなしやすい時間に活用し得る
ものとなること、
(4 )集まる人々の希望や意志や感情等が自ら反映し、そして彼等にその実現の為に、理解
しあって、協力せしむるに都合よきこと、
右の如き条件を満たし得るものは、前二者に対しては小学校があり、私的なものでは寺院が
ある。(路-引用者)後二項の為には、(路)ーの小学校や寺院を中心とすることによって得ら
れる勺
川本は「教育上の機会均等主義Jを実現するには、 f教育の社会化jつまり「学校教育の社会
政策的施設jだけでは限界があり、「社会其のものを教育的に札織構成jする必要があると考え
ていた。それを川本は「社会の教育化jとしてとらえた。いし、かえればそれは、 f社会一般に対
する教育jであり、「狭義の社会教育j としての f社会の教育化Jである。松田武雄によれば、
) I ，本は、特に施設論として「社会の教育化Jを論じた。すなわち、「我が毘市町村等に於て・.. 
公会堂その他空地遊盤、体育館等が甚だ少く、此の欠陥を補うものはどうしても学校、寺院神
社並びに図書館でなければならなし'IJ10として、「社会の教育化の三中心Jを掲げている。その
三つのなかで中心となるのは学校であると松田は捉えている。
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以上、)1本字之介の「社会の教育化Jという考え方とそれを推し進めていく施設論に寺院が
位震づいていることを明らかにした。本論では、寺院が主体となって積極的に地域住民を対象
におこなう民間社会教育活動の現代的意義や課題について論じることがテーマで、はない。ここ
では、)1本が指摘した地域の社会教育の中心的施設が備えるべき条件をかなりの程度満たして
し1ると思われる寺院が東日本大震災後の地域復興・再建の住民活動の拠点としてどのように利
用されているのかを明らかにする。そして地域社会に広く存在する仏教寺続が地域の住民活動
の拠点として活用されるケースを通して、寺j涜の社会活動拠点としての可能性を検討し、その
ことのもつ社会教育的意義を明らかにすることを課題としている。
3. 震災復興と寺院の役割一宮城県亘理郡山元町普門寺の事例-
街中にあった小規模寺践が、震災をきっかけに、檀家以外の地域住民を含めて、人々を受け
入れる場として生まれ変わった。本節で扱うのは、大規模な観光寺続ではなく地域の檀家を主
に相手にしてきた寺院である普門寺(曹洞宗)が、震災後にボランティアセンタ一、震災から
の復興・再建を自指す住民活動の拠点として地域に関かれるようになった事例である。普門寺
は海岸から約 500m離れた住宅地の一角にある。震災前の檀家は 250"-'260軒ほど、現をは 210
軒ほどの小規模寺院で、ある。普門寺住職の坂野文俊(以下ーイ主職)は、二十歳の頃に普門寺の
住職となる 1が、当時は檀家が現在の半分以下であり、建物も古くて雨漏りのするような本堂と、
共同墓地だけで、あった。 30年かけて寺を整備し、浜側地域を中心に檀家数を増やしていった。
震災前は檀家以外の地域住民との関わりは少ない、一般的な寺院で、あった。そのため、檀家で
ない地域住民は出入りすることはなく、存在を認知している程度だ、った。檀家の中にも、積極
的に寺院に訪れる者と、そうでない者にわかれていた。檀家総会などには家長が出ることが多
いため、住職の顔は-J芯認知している程度の者も多かったと言われている 120
寺院が社会教育の担い手として、開かれた場となる過程を解明するため、本節においては、
普門寺を活動の拠点としている「おてら災害ボランティアセンター(通称テラセンー以下テラ
センと記す)Jと「山元町災害復興土曜日の会(通称土曜日の会一以下土曜日の会と記す)Jの
活動に触れたうえで、普門寺の坂野住職に焦点を当てる。具体的には、普門寺で活動するこつ
のグ、ルーフ。や檀家から見た住職の姿を明らかにすることによって、普門寺が地域活動拠点とな
っていった過程と、その要因について明らかにする。
事例の紹介に先立つて、まず普門寺のある宮城県互理郡山元町について概説する。
3 -1.東日本大震災と山元町
1 )震災前の山元町
山元町は、宮城県の最東南端に位置し、北は亘理町、南は福島県境を挟んで新地町に接して
いる。東は直線的な砂浜海岸となって仙台湾の一部を形成し、西は阿武隈山系の北端をなす山
-6-
地が南北に連なって角田市・丸森町との境界となっている130 総面積は 64.48km2であり、町土
の約三分のーを超える部分が中央部に広がる平野部の水田地帯及び、その周辺の畑作地帯で、ある。
山元町は東北地方の中では温暖な気候に恵まれ、古くから「東北の湘南j といわれているは。
2 -。
ヂヨ
図1 山元町の位置関係
(山元町ホームページより転載)
人口は、 2011年2月末時点で 16，695人15であ
った。 1997年の 18，996人をピークに人口は減
少傾向にあった。核家族化の傾向と、他所から
の老夫婦の転居者あるいは独居老人家庭の増加
があり、少子高齢化が進んでいたへ 2012年 3
月末の時点での高齢化率は30.9%であり、これ
は県内6位の高さである九
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表2 山元町の人口推移
山元町は基幹産業が農業であり、温暖な気象
条件を生かした多彩な農業が展開され、中でも
いちご、の栽培が盛んで、あった。山元町は、いち
ごを中心とした足腰の強い複合経営が営ま
れており、東北最大のいちご産地を形成して (山元町ホームページ、山元町誌を参考に筆者作成)
いた18。いちごの他にもりんごとホッキ貝が
特産品である。
沿岸の平野部には、農地と住宅地が広がっていた。仙台との距離はおよそ 35kmであり、仙台
駅まで所要時間は常磐線で40分余りで、あった。元は農業の町で、あったが、交通網の発達に伴い、
仙台などの都市部に通う通勤者・通学者が増え、ベッドタウンとなっていた。温暖な気候や地価
が廉価なこともあって、移り住む人も多かった。小さな町ではあるが、恵まれた気候や、田園
と海が広がる自然環境に愛着を抱いていた住民も多かったと推察する。
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2)震災後の山元町
2011年 3丹江田、三陸沖を震源に東日本大震災が起こった。山元町においては震度6強を
観測し、大津波に襲われた。町の浸水範囲面積は 24km2であり、総面積 64.48km2の 37.2%にも
及ぶ。推定浸水域にかかる人口は8，990人、世帯数は2，913世帯である。これは2011年2月末
現在人口の53.8弘、世帯数の52.4%にあたり、町民の半数は津波による被害を被っていることに
なる 190 人的被害は死者・行方不明者は合わせて634名 (2013年3月現在)にものぼる200 自立
って報道されることはなかったが、これは宮城県内では2番目に多い数値であり、甚大な被害
を被っている。現在の人口は 13，297人 (2013年 10月現在)に減少している(表2)。
農地面積の約60%が浸水し、町の特産品は陸側で栽培されているりんごを除き、いちごとホ
ッキ異が壊滅的な被害を被った:21。また、山元町には]R常磐線の駅が二つあったが、いずれも
津波によって破壊され、現在も休止中である。駅の内陸移転が決まり、用地買収が進められて
いる。現在は代行ノ《スが運行されているが、交通の便が悪くなっており、人口流出の一因とな
っている。
以上のように、山元町は震災前、穏やかなベッドタウンで、あったが、震災により甚大な被害
を受けた。居住地の移転や再建、線路の内陸移設、産業の再生、人口の減少など数々の問題を
抱えている。普門寺は、山元町の線路から浜側、海岸から 500mのところに建っているため、津
波により本堂や墓地が破壊され、一度は檀家総会で取り壊しが決定していた。しかし現在は「テ
ラセンム「土曜日の会Jの拠点として、山元町の問題に取り組む人々が集まるようになってい
る。山元町内はもとより宮城県外にも広く知られるようになり、檀家以外の人も寺を訪れる、
地域に関かれた寺となったのである。
3-2.普門寺を拠点とする住民活動
1 )テラセン
おてらボランティアセンタ一、通称テラセンは、普門寺に活動拠点を霞く民設民営のボラン
ティアセンターである。センター長の藤本和敏は、近隣の市である名取市在住で、 rNPO法人ド
リーム・ゲートJというホームヘルパ一事業を営んで、いる。藤本は東日本大震災を契機に山元
町に入り、震災から 2年半以上経過した現在もボランティアセンターを関所し、作業内容を変
化させながら活動を続けている。テラセンは、外部の人材であるボランティアを受け入れる拠
点となり、地域住民とボランティアを結ぶ役割を果たしている。また、テラセンが特徴的なの
は、活動拠点を寺院においているという点である。
テラセンは、津波で倒壊した普門寺をボランティア規制が入り援助がない中、住職が一人で
片付けていたことから始まる。藤本が個人的に寺の片付けを手伝うようになり、次第に寺の再
生から地域復興の手伝いにまで活動を広げ、現在では地元の祭りの運営や復興写真館の作成な
ど幅広く活動を行っている。テラセンでの活動者は山元町外の者が大半を占めるが、現在では
地域住民に溶け込み、なくてはならない存在になっている。
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2)土曜日の会
山元町震災復興土曜日の会、通称土曜日の会は、普門寺を拠点に地域住民が山元町の復興に
関する情報交換や勉強会を行う住民の会である。普門寺を拠点にしてはいるが、寺の下部志郎裁
というわけではないので、檀家でない者も含めて、浜通り地区の地域住民が構成メンバーとな
っている。住職もメンバーのひとりであるが、指導者としての立場ではなく、一住民として会
に参加している。その他にも藤本や大学関係者や報道関係者も頻繁に会に参加している。
土曜日の会は、地域住民の集まりの一つで、あったが、現在では組織化し、外部から入ってい
る専門家の支援のもとに発言力、行動力のある住民の会となっている。現在、毎週土曜日の勉
強会の他に、月に一度のベースで、土曜日の会の活動や、山元町で行われているイベントや住
民活動の情報を地域住民に共有してもらうために九¥ちご新聞Jを発行しており、住民にとっ
て町内の動向を知る媒体となっている。また、これまで5回、住民参加による山元町浜通りの
復興まちづくりに関して検討する「山元町浜通り復興ワークショッフJを開催しており、これ
までの成果をもとに平成26年 1月31日に『山元町浜通り復興まちづくりビジョン~たおやか
な風土に育まれる町~~と題する住民提案を作成し、 3 月 25 日に山元町へ提出した。これらの
活動を通して「土曜自の会Jは地域住民から広く認知されるようになり、それに伴い拠点であ
る普門寺も名が知られるようになっている。
3-3.住民の活動にとって f寺焼Jを拠点とすることの意味
以上のように現在、ボランティアセンター「テラセンJと住民の会 f土曜日の会jが普門寺
を拠点として活動をしている。震災が起こり、住職が一人で片付けを始めたところから、藤本
らボランティアが入って普門寺はテラセンの拠点となり、地域に関かれた。その下地があって
住民の会である土曜日の会が普門寺を拠点として地域の復興拠点となっている。普門寺は、地
域のー寺院からボランティアセンタ一、さらに住民の会の拠点としづ顔を持つようになってい
る。テラセンは、ボランティアと地域を結びつける結節点、つまり地域の内と外をつなぐもの
となっている。土曜日の会は、大学やボランティアの支援を受けつつ、地域住民の集まりの場
をつくり、情報を発信することで地域住民の新たなコミュニティを形成する拠点となっており、
地域内の人と人をつないでいる。普門寺はこれまでの寺読としての役割の他に、人々のつなが
りを生み出す機能を持つようになっている。両者の活動を通して、普門寺は社会教育的に意義
がある場所となっていると言えるだろう。以下では地域に開かれた寺院としづ観点、から、ボラ
ンティアセンタ一、住民の会を寺院で開設した意義や効果を検討したい。
1 )ボランティアセンターにとっての意義
寺院としづ特殊な環境でボランティアをすることは、ボランティア団体や社会福祉協議会と
は何か違うのだろうか。藤本は、住職とともにお墓の片付けをしたことで、檀家さんとのつな
がりができ、さらに地域に溶け込みやすかったと振り返っている。寺院でのボランティア等の
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活動をする際には、檀家との関係は必ず生じる。地域住民でもある檀家に受け入れられること
が寺院で何か活動を行い、地域に受け入れられていく上で重要になる。
捜家の反応については、当初は活動に対して「本当にできるのかj といった懐疑的意見を持
つ檀家も多かったが、藤本やボランティアが寺の再生の取り組みを行っている様子を見て、「檀
家さんも少しずつ変わってくるj ことを感じたと藤本は振り返っている。寺の再建を諦めてい
た檀家の人々が、ボランティアに対して活動の提案をするようになっていったとしづ。藤本と
いう外部のボランティアが入ることで、住職はじめ地域住民である檀家達が前向きに変化した
のである。一人で片付け作業を続ける住職の思いに打たれて藤本が寺の再生ボランティアを始
める、檀家から活動が認められ、地域に受け入れられていく、それを受けてボランティアはま
すます活動にやりがいを見出していく、という正の作用が起こっていったのである。
また、震災直後には、被災した家屋の解体や改修の工賃を不当に要求し、支払わないと途中
で作業を中断してしまうような、ボランティアと称した悪徳な業者・団体も多かった。そのよ
うな状況で、外部ボランティアを警戒する住民も多かったが、普門寺を拠点に活動しているこ
とを説明すると、警戒が和らぎ、受け入れられやすかったと藤本は振り返っている。これは寺
院の社会的信用が高いことを示しており、寺院には活動主体の身分を保証する力があると言え
るのではないだろうか。地域に元気を与える力がボランティアにはあると藤本は話すが、外部
からやってくるよそ者でもある。そのボランティアを地域に顔が知れた寺院が受け入れ、後ろ
盾になることで、外部からのボランティアも活動しやすくなり、地域住民も受け入れやすくな
る。寺i涜が外部ボランティアと協力することは、地域の復興のためにも意義があることで、あっ
た。
一方で藤本は寺院をボランティアの活動拠点としていたことによる難しさも感じていた。檀
家の集まる地域では受け入れてもらいやすかった反部、従来の檀家制度の意識から、普門寺の
檀家ではない人からは普門寺で活動を行う藤本らにボランティアを頼んでいいものかためらう
声が関かれたとしづ。よほどの寺好きでもない限り、檀那寺ではない地域の寺院に人々が訪れ
ることはない。藤本は壇家制度によって、寺院での活動が全ての人にすぐに受け入れられるわ
けではないことをf旨t高している。
場所柄、都会と比べて普門寺は、檀家との結び付きが強い。その影響もあってか、檀家では
ない人、他宗派の人からはボランティアを頼みづらいとの声もあった。また、檀家には寺j涜は
自分たちがお金を出しているから、自分たち檀家のものとしづ意識がある。それゆえ檀家とし
てはテラセンや土曜日の会に寺を使われるのは面白くないと患っている人がし、ることも事実で
ある220 このあたりが寺院で活動をするうえで難しい一面である。寺院は本来、檀信徒に限らず
全ての人に開かれているものであるが、一般的にはその寺院の檀家である者しか寺院を訪れる
ことはほとんどない。観光寺でもない限り、人々は檀那寺でもなし¥;J，さな寺に行こうという考
えにはならない。そのため、いくら檀家に限らず誰の依頼でも受けるとうたっていても、特定
の寺院を拠点とすると「寺院:壇家のものj としづ意識、習慣があり、利用しづらさにつなが
-10-
っていると考察する。
一方で、「今回のことがきっかけでボランティアがきっかけで繋がる可能性は出てきたんです
よね。今まで一切お寺はあったけど一回も見たことがなかった人がボランティアを通じて来る、
これはね、これからにとっても楽しくなるっていうか結び付きが強くなるところもあるのかな
って期待はしているんですよね。Jと藤本が言うように、寺院が関かれることで地域住民とのつ
ながりが新たに発生する可能性が出てくるのである。今自のように、それまで関わりのなかっ
た寺院とつながりを持つことは、地域とのつながり、結び付きを強くする可能性がある。寺を
檀家だけのものとして捉えるのではなく、地域の社会資源、つながりを生む場所として捉える
ことができれば、寺院の存在意義が広がると考える。
2)住民の会にとっての、寺院を拠点とする意義
次に土曜日の会が普門寺に拠点をおいた意義について考察する。土曜日の会は設立当初は!日
山下駅前ビノレに拠点をおいていたが、会の設立から 2ヶ月ほどで、普門寺に移ってきている。そ
のきっかけとなったのは、小さな f事件Jで、あった。会員の話によると、町に新設される焼却
炉が町中に放射線を撒き散らす、といった内容の信~慢性の薄い文章を土曜日の会に持ってきた
住民がいた。土曜日の会としては根拠のないデータは信用せず、会としても取り上げることは
しないとの意見で一致していた。しかしその人は、土曜日の会が当時拠点としていたどルのオ
ーナーと連名で、出処をはっきりさせないまま町中に文章を撒いてしまう。そのため、そのオー
ナーのピルで、活動していた土曜日の会の会員がこのことに関わっているのではと疑いが出てき
てしまったとしづ。そこで土曜日の会は拠点を移すことになり、住職が場所を提供できると申
し出て、普門寺に移ったのである。
活動拠点の移転に関しては、会のメンバーに住職がいたこと、普門寺の本堂再建が進んでい
たことが理由とされている。しかしその他にも、寺院には人が集まることができる広いスペー
スがあること、社会的に信頼性が高いということ、普門寺がテラセンの拠点として地域に受け
入れられていたことも移転先とした背景にあったと推察する。特に、信濃性の薄いものをばら
撒いたのではないか、という会としての信用を損ねるような憶測をされてしまったあとで、あっ
たため、テラセンの拠点として地域に認識されたうえに、社会的信頼のある寺院は魅力的であ
ったのではないだろうか。
3)地域住民にとっての意義
また、寺院がボランティアセンタ一、住民の会の活動拠点となったことには、地域住民にと
ってどのような意義があるのだろうか。山元町は津波により、浜側の多くの建物が倒壊してし
まった。そのため震災前に住民が集会を開いていた建物も使えなくなってしまっている。震災
後、町は新市街地を国道6号線沿いの内陸側に移すコンパクトシティを計闘し、現在建設が進
んでいる。現在新市街地の建設が急がれており、普門寺のある浜通り地域の集会場の立て直し
ー ??』?
などは後回しにされている。そして
山元町には、中央公民館(山元町役
場に隣接)と坂元公民館(坂本支所
内)の二つの公民館があるが、浜通
りに暮らす住民には車がないと行
きづらい距離にある。そのため、浜
通りの住民からは、「復興ワークシ
ョップJにおいても集まる場所が欲
しいという声が挙がっている。この
ような状況においては、地域の寺院
は活動拠点として適役であると考
える。寺j涜は畳敷きの広間のような
集まりや宿泊ができる施設を持ち、
世襲制で地域に根を下ろしている
ため地域の事情を知り、葬儀や法要
といった寺務を通して地域の住民
の様子を知る住職がし 1る。これは地
域の公的社会教育施設である公民
館に通じる機能ではないだろうか。 九森吋
さらに言えば地域に根付く前に人
事異動で職員が地域を離れること
もある公民館以上に、地域活動拠点
山え吋「巨大津波jマップ
4 
太乎 j手
図2 山元町津波浸水深マップ
として、寺院は優れていると言える やまもと民話の会『小さな町を呑みこんだ巨大津波第二集よ
のではないだろうか。宗教施設であ
る寺院が行政から公的支援を受け
ずに地域住民の社会教育的活動の拠点となったり、そうした住民活動を支援することに特段の
問題はないと思われる。普門寺の事例は、地域活動拠点としての寺院の活用の可能性を示して
2011年 12月 1日発行、より転載
いる。
震災復興としづ場面は、これまでの地域、行政、そして寺院の体制をーから立て直していく
場面である。葬儀や法要でしか用がない葬式仏教としての寺院から、寺院が学びや福祉の場と
して地域の中心で、あったというかつての姿に立ち返り、地域をつなぐ拠点としての新たな機能
をもった存在へと変化するきっかけになっているのである。
? ???
?
3-4. 地域に開いた寺院における住職の役割
このようにテラセン、土曜日の会の活動を見ると、寺院は地域活動をするうえで、信用度が
非常に高い活動拠点となりうる可能性をもっていると言える。テラセンと土曜日の会の活動は
普門寺うまくいっていると言えるが、それを可能にしたのは寺院が活動拠点としてたんなる場
所貸しに終わっているのではなく、住職が地域の問題に積極的に取り組み、当事者として活動
に参加していることである。普門寺の事例は、住職の存症がポイントとなっている。多くの場
合、寺院を活動拠点とすることは、そこで活動する人びとには「寺院は近寄りがたしリという
イメージや「寺院は檀家のものJとしづ気兼ねがあると考えられる。しかし土曜日の会は住職
や檀家もメンバーで、あることから、気兼ねせずに活動することができている。「そういえば、昔
はお寺は敷居が高かったけど、今はそんなことなくなっちゃったなあ。J23というメンバーの発
言にも、普門寺が関かれた寺院になっているということがあらわれている。
藤本は住職について以下のように述べている。
「私たちボランティアが集まるのはこの地域のためっていうのもありますし、そうやって一
生懸命やっている住職さんをまた応援しながら地域も見ていこうっていう視点をみんな結構持
っていますよね。やっぱりこうしづ災害が起こったときに、ああいう人がたぶん、今まで全然
目立たなかった人がパッと出てくる。そういったところにまた、ボランティアが一緒になって
渡しながら、そこからさらに地域を何とかしていこうっていうのがあるんですね。一番はやっ
ぱり住職さんの人柄っていうのは間違いないですよね。j
寺続の中には高い戒名料を要求し集まった布施で、建物を直すような寺院が、住職は「もとも
と、葬儀や戒名というのはお金で計れないんです。お布施は、今出せなくても(住職貧乏だか
ら、檀家さんの方で心配してくれます)と、申し上げております。戒名というのは、お金をあ
げるのではなく、併様になられた方におあげするものです。J24としづ考えのもと、なるべく檀
家に負担をかけない方法で再建を呂指している。 また、他宗派の寺院で、も支援要請があった
時には、自分の寺を後回しにしてまで手伝いに行く住職の姿に、ボランティアは心打たれて集
まったとしづ。また、「坊さんが、一生懸命やってつから、俺達も見てらんねの。こうして、し
ょっちゅうみんなで集まってんの・.• 0 J 25としづ檀家の言葉からも住職の信頼が厚いことが見て
取れる。それでは、このような住職の考え方はどのような背景から形成されたのであろうか。
住職は「坊さんが嫌いだ、ったj と語っている。寺の怠子として生まれたが、小学生の頃から
高校卒業までほとんど寺から離れて生活をしていた。そのため寺の生活のことはよく知らなか
ったとしづ。 2年の修行の後、 20歳の頃に普門寺に入る。しかし当時は檀家も少なく、生活す
ることができなかった。生活がかかってくると描いていた理想とかけ離れた僧職の裏の一面が
見えてしまった。「偽善者みたいな顔してお説教しなければならない。若かったので、檀家さん
は誌なんか開いてくれない。でも、なかには信仰心のある人が私に手を合わせるんですよ。こ
の俺に。それがまた嫌で。J26と語っていることから、「葬式仏教jの現状に甘んじず、高い理想、
を抱いていたこと伺える。しかし、一体坊さんの役呂とはなんなのか、何のためにやっている
? 、
?
??
のかがわからなくなり、一度寺を出て就職し、結婚する。諸事権で 25歳の頃普門寺に戻るが、
やはり収入は少なく、妻の収入で食べている状態だ、った。生活していくには檀家を増やさなけ
ればならなかった。そこで、人が集まるためには何をしたらよし 1かを考え、敷居が低くて誰で
も来られる寺子屋のような寺院を呂指すようになる。法要のようなお寺の行事は必要だが、そ
れだけが寺の役臣、坊さんの役目ではないと考えていた。
「私はお坊さんの資格は持っているけど、檀家さんは80歳とかそうしづ年齢。お説教なんてお
こがましい。逆lこ、私が学ぶことのほうがたくさんあるんです。「住職Jなんて鎧を脱いでしま
えば、教えてもらいやすくなるし、もしかしたら、仏教も 身近なところから伝えられるかも
しれない。そういうやり取りのできる、和やかな寺を作りたかったんですよ。J27と述べている。
説教する立場から、人々に教えてもらう姿勢に変えていったことで、親しみやすい住職として
檀家から気にかけられるようになっていった。檀家も次第に増えていった。
住職が地域に開いた寺践をつくろうと思い至った背景には、寺院から離れた生活をしていた
経験があると推察する。「今のお寺は妙に格式高い感じで、私にはそれが納得できなかったんで
す。寺は住職や檀家だけのものでもありません。誰が来てもいいし、一日中坐ってもいいし、
寝袋持ってきて泊まってもいいじゃないですかJ28と述べているが、これは外の生活をしていた
からこそ、仏教の世界と世間とのズレを感じ、寺院の敷居を低くしようと考えたのであろう。
住職はテラセン、土曜日の会の両方に参加しており、場所を提供するだけでなく自らも活動
の中心となっている。寺院を拠点にして地域の問題に取り組む時、住職が活動に取り組む姿を
見た檀家は、寺院が活動拠点となることを受け入れるし、寺j涜側としても、葬儀や法要等の寺
務だけではなく地域の活動に取り組んでいることを示す機会にもなる。実際に、古くからの檀
家ではない壇家や、普段は寺に全く足を運ばなかった人たちは住職のことを認識していなかっ
たとしづ。しかし震災後、「住職が墓を直したそうだよJとか、「寺が地域のためにボラセンや
っているんだってj という話が地域に広まり、初めて「うちの寺の住職って、おもしろかった
んだJとか「寺って気軽に行ける場所なんだJと檀家たちが思うようになり、地域の人々と新
たな接点が生まれたという。檀家であるなしにかかわらず、地域の活動拠点としての寺院とい
う認識が生まれ、寺院の新たな役割が見えてくる。寺院が地域活動拠点として地域に開かれる
には、住職の存在が重要になってくるのである。
まとめ
東日本大震災から 3年が経過し、被災地では復興・再生に向けて住民によるさまざまな取り
組みがおこなわれている。地域の住民が活動を起こすには人々が集まり、交流し、話し合う「場j
(拠点)が必要である。そのような「場J(拠点)を共有する人びとの中から輩出されたリーダ
ーや専門的知識・技術を持つ人々が、いわば「触媒J的役割を果たし、地域住民の中に「化学
反応j を引き起こし、住民の取り組みが始まるのである。
?
?
?
?
こうした住民活動の端緒となる拠点になりうる可能性を寺践は持っているのではないか、と
いうのがわれわれの仮説である。宮城県亘理郡山元町の普門寺は、われわれの仮説を肯定する
事例で、あった。しかしながら、普門寺の取り組みはけっして例外的なものではなく、宗派を越
えて寺院を地域に開いていこうとする仏教者たちの動きが顕在化しているのである。表3は、
そうした寺践の社会的活動の一端を示したものである。
表3 お寺の取り組み事例
寺院名 取り組んでいる活動
安楽寺(港区) 自殺対策に取り組むお寺
光照院(台東区) 路上生活者に寄り添うお寺
妙徳、教会(大田区) 高齢者のための終の棲家
王山寺(港区) 人々とのコミュニケーションを大切にするお寺
善国寺(新宿区) 地域のコアとして愛されるお寺
園高虫寺(白黒区) 都心でオープンテラスを開くお寺
蓮華寺(文京区) 高齢者のために物語の会を行うお寺
経王寺(新宿区) 人々に出会いと感動の場を提供するお寺
([Jお寺が救う無縁社会Jを参考に原さゆり作成:原さゆり 平成25年度 筑波大学卒業論文「地域活動
拠点としての寺院に関する考察一社会教育の視点から-J)
第一生命経済研究所の小谷みどりがおこなった生活者と寺院のかかわりに関する調査29によ
れば、意識の上では「寺離れjが浸透している傾向がみられる。墓参りや観光以外で寺院を訪
れる人は少ないものの、法話や座禅、イベントなどへの参加に関心を寄せる人は少なくなかっ
たとしづ結果が出ている。また表4に示したように、寺院がすべき活動として、大半の人が「死
者・先祖の供養J(78. 20/0)をあげていたが、「介護や死の看取りなど、老い・病気・死に関わ
る取り紐みJ(48.8%)を挙げた人も少なくなかった。その他に「世界平和への取り組みJ(18. 10/0)、
「社会一般の人々を対象とした悩みの相談J(17. 9%)、「子ども会、日曜学校等の青少幼年の情
操教育J(16. 2%)など社会的活動を挙げる人も 2割近くみられたのである。
かつて寺院は地域の中心で、悩みや不安にこたえる心のセーフティーネットだ、った。そうし
た寺院の機能を現代的に再生させようとする取り組みが見られるのである。「未来の住職塾jを
開く京都の僧侶松本紹圭は「お寺は人と人のつながりの場。その役割や信頼を取り戻すため、
これからは社会貢献も大切だと思う。今こそお寺の出番ですJ(朝日新聞(朝刊)2014年 4月
1 日)と述べている。
???
表4 お寺はどのような活動をすべきか (3つまで選択)
活動項目 比率(弘)
死者・先祖の供養 78. 2 
仏教の教えを広める活動 48.8 
介護や死の看取りなど、老い・病気・死に関わる取り組み 29.8 
世界平和への取り組み 18. 1 
社会一般の人々を対象にした悩みの相談 17.9 
子ども会、自曜学校等の青少幼年の情操教育 16.2 
自殺問題に対する取り組み 6.6 
ひきこもり、不登校等の青少幼年に対する取り組み 4. 3 
環境問題への取り組み 1.8 
お寺に期待する活動はない 6.2 
無回答 o. 5 
小論の考察から、われわれは寺i涜を地域に開こうとする意志をもった住職とそれに共鳴する
人々がつながるとき、寺院は「宗教的儀礼の場jを越えて地域住民の「交流の場J、「学びの場j
であり、地域住民の自由な活動の拠点となりうる可能性を持っていると考える。
(本稿は、原さゆりが3.震災復興と寺院の役割一宮城県亘理郡山元町普門寺の事例ーを担当
し、それ以外の部分と全体の誠整は手打が担当した。)
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